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ふ
る
さ
と
探
訪
資
料 

【
令
和
六
年
九
月
二
十
五
日
】 

 
 
 

担
当 

栗
林
公
園
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

会
員 

藤
井
雄
三 

 
一 
切
手
御
門 

 
 

江
戸
時
代
、
栗
林
荘
に
置
か
れ
た
東
門
の
名
称 

  

 
 

。 

    
 

切
手
御
門
の
位
置
。 

  

※ 
平
家
女
護
島
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

雑
俳
「
た
み
の
笹
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 

雑
俳
「
誹
風
柳
多
留
」
川
柳
の
句
集 

「
船
路
関
所
の
通
り
切
手
」 

 
 

 
 
 
 

 

「
お
づ
お
づ
と
切
手
を
出
す
芝
居
口
」 

 
 
 
 
 

「
切
手
を
見
せ
て
田
楽
を
喰
ひ
に
行
き
」 

の
切
手
の
意
味
は
「
通
行
切
手
」 

 
 
 
 

 

の
切
手
の
意
味
は
「
劇
場
の
入
場
券
」 

 
 
 
 

 

の
切
手
の
意
味
は
「
通
行
証
」 

（
で
も
、
日
本
が
好
き
だ
「htt

ps:/
/tro

molo
.j
p/ka

」） 

① 

② 

③ 

④ 

【Google Earth】より 

【Google Earth】より 



二 

御
林
守 

小
神
野
夜
話 

節
公
御
代
に
至
り
、
押
羽
右
衛
門
・
同
半
三
郎
両
人
を
中
間
頭
格
に
被
仰
付
、
御
林
守
申
名
目
に
成
、
外
押
は
御
免
に
成
、
山
内
羽
右
衛
門
・
増
田
半
三
郎

名
乗
、
羽
右
衛
門
は
代
々
相
続
、
今
に
相
勤
居
申
候
、
半
三
郎
は
当
代
殿
様
御
代
、
罪
有
て
改
易
被
仰
付
け
候 

  

三 

会
所 

 

江
戸
時
代
、
種
々
の
目
的
を
も
っ
て
人
の
集
会
し
た
所
。
株
仲
間
の
組
合
事
務
所
、
町
役
人
・
村
役
人
の
事
務
所
、
両
替
所
、
取
引
所
な
ど
。 

  

四 

檜
御
殿 

 
 

栗
林
荘
に
お
け
る
藩
主
が
滞
在
す
る
施
設
。 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

【Google Earth】より 

檜御殿跡 

門３？ 



檜
御
殿 松

岡
調
（
ま
つ
お
か 

み
つ
ぎ
、
一
八
三
〇
～
一
九
〇
四
） 

 

年
々
日
記
（
明
治
四
年
三
月
九
日
／
一
八
七
一
） 

・
・
・
こ
の
御
荘
の
南
の
法
は
の
こ
し
た
ま
い
て
こ
の
辺
り
は
皆
田
畑
に
も
の
し
給
え
る
に
つ
け
て
、
御
殿
は
さ
い
つ
頃
藤
岡
某
が
・
・
・
・
の
価
を
奉
り
て
か
の

許
え
引
か
ん
と
て
か
く
は
も
の
し
つ
る
に
な
ん
あ
り
け
る
と
涙
を
ご
い
し
つ
つ
言
え
り
。
・
・
・ 

 
 
 

 

蔀 

※ 

築
城
に
お
い
て
、
城
外
か
ら
見
え
透
く
と
こ
ろ
を
覆
う
、
施
設
、（
高
松
城
跡
、
桜
御
門
・
北
側
の
石
塁
） 

 
 

 

北
湖
側 

舟
乗
場 

※ 

箱
松
に
覆
わ
れ
た
通
路
の
東
端
に
み
ら
れ
る
階
段
状
の
施
設
。
舟
の
乗
降
場
と
の
推
定 

              

⑩ 

⑪ 

⑫ 

➈ 



揚
橋 南

湖
と
北
湖
を
結
ぶ
水
路
玉
澗
の
ほ
ぼ
中
央
に
架
か
る
橋 

 
橋
名
は
、
舟
が
通
過
す
る
と
き
に
橋
を
あ
げ
る
の
意
味
ヵ 

  

東
隈 

 

巣
屋 

（
事
例 
岡
山
後
楽
園 

沢
の
池 

舟
の
保
管
施
設
） 

、 

 

御
召
千
秋
丸
（
事
例 
昭
和
十
一
年 

昭
和
天
皇
御
召
艦
） 

                   

⑬ 

⑭ 

⑮ 

⑯ 



南
湖
側 

舟
乗
場 

 
留
春
閣
跡
地
に
建
つ
小
松
亭
の
東
方
・
岸
辺
に
み
ら
れ
る
舟
乗
場
で
あ
る
。
数
段
の
階
段
で
構
成
さ
れ
、
南
湖
に
浮
か
ぶ
舟
へ
の
乗
降
場
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
舟
乗
場
の
水
面
と
の
比
較
。 

                        

⑰ 

⑱ 

⑲ 

⑳ 



檜
御
殿 松

岡
調
（
ま
つ
お
か 

み
つ
ぎ
、
一
八
三
〇
～
一
九
〇
四
） 

 

年
々
日
記
（
明
治
四
年
三
月
九
日
／
一
八
七
一
） 

・
・
・
は
る
か
に
隔
た
り
て
留
春
と
い
え
る
御
館
も
あ
り
て
か
の
掬
月
亭
よ
り
は
百
閒
に
も
餘
れ
る
ほ
ど
の
廊
下
つ
ゞ
き
て
、
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
き
も
の
也
。
・
・
・ 

  

お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
き
廊
下
の
位
置 

 
 

現
在
の
小
松
亭
の
裏
か
ら
掬
月
亭
に
向
か
う
通
路
に
所
在
し
た
可
能
性 

     

㉑ 

㉒ 

㉓ 

㉔ 



         

➀ 常盤橋 

② 切手御門付近 

③ 現在の切手御門 

➃ 御林守横から御庭会所へ 

⑤ 御林守西側通路 

➅ 御庭会所横（東より） 

⑦ 檜御殿跡から北湖北側 

⑧ 檜御殿跡付近 

⑨ 御庭会所横（西より） 

⑩ 舟乗降場（北湖側） 

⑪ 舟乗降場（北湖側／最下段） 

⑫ 北湖 

⑬ 玉澗・揚橋北側 

⑭ 揚橋 

⑮ 東隈 

⑯ 玉澗と迎春橋 

⑰ 南湖（舟乗場付近） 

⑱ 舟乗降場（南湖側／東より） 

⑲ 舟乗降場（南湖側／西より） 

⑳ 舟乗降場付近（西より） 

㉑ 廊下跡？掬月亭方向をみるⅠ 

㉒ 廊下跡？留春閣跡方向をみる 

㉓ 廊下跡？掬月亭方向をみるⅡ 

㉔ 掬月亭台所跡付近 


